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はじめに
日本輸血・細胞治療学会による「輸血チーム医療に
関する指針」には，安全で適正な輸血療法の実施には
輸血医療に携わる医師・看護師・臨床検査技師が高い
専門性を用いて業務を分担し連携・補完し合い，輸血
管理及び実施体制を構築するチーム医療が重要である
ことが示され，輸血チーム医療における輸血責任医師，
看護師，臨床検査技師，薬剤師，事務・会計部門職員
の役割や輸血療法委員会との連携体制が詳細に述べら
れている１）．輸血チーム医療の在り方については，第 66
回日本輸血・細胞治療学会総会のパネルディスカッショ
ンで議論が深められ２），その後輸血チーム医療の現状に
ついて実態調査が行われた３）．ベッドサイドでの輸血の
安全確保に関しては看護師の役割が大きいことから４），
臨床輸血に精通し安全な輸血に寄与することのできる
看護師の育成を目指して日本輸血・細胞治療学会認定・
臨床輸血看護師制度が 2010年に発足された．学会認定・
臨床輸血看護師（以下，輸血看護師）による輸血の知
識普及・啓発活動はその後全国の医療機関で急速に動
き出し，これまで多くの活動報告がなされている５）～９）．
当院では 2016年に輸血療法委員会の下部組織として
輸血認定医，輸血看護師，輸血専任検査技師，薬剤師，
臨床工学技士で構成された多職種から成る輸血チーム
が結成されたことから，3名の輸血看護師が主体となっ
て輸血院内監査（以下，院内監査），集合型勉強会，輸
血ニュース作成配布などの活動を行ってきた．2016
年から開始した院内監査では輸血が行われている全 27
部署を年 1回 30分程度訪問し，輸血看護師がリーダー
となって輸血実施手順と副反応観察について質問と実
技観察の二つの方法で遵守状況を確認し，後日部署に
フィードバックしている．集合型勉強会については看
護師対象に前年度の院内監査で話題になった内容やマ

ニュアルの変更内容について，年に 1～2回輸血部医師，
輸血看護師，輸血部専任技師が講師となって講義を行っ
ている．輸血ニュースについては輸血の基本的事項を
A4サイズ 1枚にまとめた広報誌を輸血チームと輸血部
が共同してシリーズで作成し，全部署に配布している．
ミーティングについては輸血療法委員会の前週に定期
開催し，活動結果の報告や新たな活動案の意見交換を
行っている．
より質の高い輸血チーム活動に向けて，現状を把握
し課題を可視化するために輸血実施および副反応観察
の手順に関する看護師向け個別理解度調査（以下，理
解度調査）を実施したので報告する．

対象および方法
2019年 11月 12日から 12月 9日までの期間に当院内
の輸血使用量上位 10部署に所属する看護師 263名を対
象として輸血に関する理解度調査を行った．
質問を記載した調査用紙を対象者に配布して回答を
依頼し，後日調査用紙を回収した．回答を依頼する際
は研究概要と目的，データの取り扱い方法，撤回なら
びに途中中断が可能であること，回答をもって同意と
することを説明した．質問は院内監査の際に使用する
確認項目と対応する内容とし，実施手順を問う二択質
問（以下，二択問題）19問と知識や方法を問う記述式
質問（以下，記述問題）23問の計 42問を作成し，院内
の「輸血療法に関する手順書」に適った回答を正答と
した．回収したデータを集計して質問項目別に平均正
答率を算出し，二択問題については経験年数別と部署
別に平均正答率を算出して比較検討した．
理解度調査の質問項目は院内監査の確認項目と対応
するように作成し，調査結果と院内監査結果を照合し
て比較検討を試みた．比較対象となる院内監査は理解
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表 1　個別理解度調査の質問内容と平均正答率
全体の平均正答率は 76.6% であった．必須手順を問う二択問題（●）の平均正答率は 89.8% と良好であったが，知識や方法を問
う記述式質問（〇）の平均正答率は 65.7% と低かった． 

度調査の前後に実施した 2019年 9月実施分および 2020
年 10月実施分の結果を用いた．監査結果の判定基準は
実際の監査と同様，手順書に準じて行われている場合
は◎，院内手順書に記載された通りではないが手順と
しては適正である場合は〇，部分的に適正である場合
は△，それ以外は×として監査メンバー全員の意見を
集約して判定した．
多群間比較の統計学的解析には Bonferroni法を採用
し，有意水準を 1％または 5％として検討を加えた．

結 果
1．回収率
理解度調査用紙を 211名から回収した．回収率は80.0％
であった．

2．平均正答率（表 1）
全質問に対する平均正答率は 76.6％であった．二択

問題の平均正答率は 89.8％と良好な結果であったが，
記述問題は 65.7％と二択問題と比べて低かった．

3．二択問題の正答率
輸血指示の確認，同意書の確認，製剤の外観確認，
製剤の部署保管禁止，患者の確認，輸血直前の PDA
照合，開始時の患者観察，医師による輸血実施，輸血
中の製剤確認，専用ルートでの輸血実施，輸血手順と
副反応の記録，終了後の患者観察における各質問の平

均正答率はいずれも 90％以上であった．1バッグずつ
の取り寄せと RBC投与時間の上限についての質問の平
均正答率はいずれも 60.2％であり，低い結果であった．

4．記述問題の正答率
輸血情報の共有方法（正答はホワイトボードへの記
載など），同意書の有効期限（正答は原則として 1週間），
外観確認の項目，標準的な輸血速度，RBC製剤投与時
間の上限（正答は 6時間），輸血中の製剤観察項目（正
答はバッグ内凝固物，接続部，刺入部），輸血セットの
種類に関する質問の平均正答率はいずれも 60％未満で
あり，低い結果であった．

5．二択問題正答率の経験年数別比較（表 2）
看護師経験年数を 1～2年目，3～5年目，6～9年目，

10年目以上の 4群に分けて平均正答率を算出したとこ
ろ，各々 91.0％，88.1％，89.9％，90.5％であり，経験
年数による平均正答率の差はみられなかった．ただし，
同意書の有効期限に関する質問の正答率は経験年数 6～
9年および 10年以上の方が 1～2年目よりも有意に高く，
輸血情報の部署内共有に関する質問の正答率は 10年目
以上より 1～2年目の方が有意に高かった．

6．二択問題正答率の部署別比較（表 3，図 1）
対象部署の主な診療科，輸血頻度，看護師の経験年
数内訳，部署別平均正答率を表 3に，また二択問題の
正答率を部署別に集計してレーザーグラフで図 1に示
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表 2　二択問題正答率の経験年数別比較
看護師経験年数を 1～ 2年目，3～ 5年目，6～ 9年目，10 年目以上の 4群に分けて平均正答率を算
出したところ，各々 91.0%，88.1%，89.9%，90.5% であり，経験年数による平均正答率の差はみられ
なかった．ただし，同意書の有効期限に関する質問の正答率は経験年数 6～ 9年および 10 年以上の
方が 1～ 2年目よりも有意に高く，一方で輸血情報の部署内共有に関する質問の正答率は 10 年目以
上より 1～ 2年目の方が有意に高かった．

二択質問
経験年数

1～ 2年 3～ 5年 6～ 9年 10 年～

1．輸血開始前 P＝0.018
輸血情報を部署内で共有しているか？ 94% 85% 83% 72%
輸血指示の確認をしているか？ 98% 98% 98% 93%
輸血前に同意書の確認をしているか？ 98% 91% 96% 95%
同意書の有効期限を確認しているか？ 75% 89% 92% 95%

2．製剤到着から輸血開始まで P＝0.040
製剤の外観確認をしているか？ 94% 94% 92% 93%
製剤を保管することがあるか？ 92% 94% 92% 98%
2 バッグ同時取り寄せることはあるか？ 63% 51% 60% 67%
患者確認をしているか？ 100% 94% 98% 98%
2 名で読み合わせをしているか？ 100% 92% 96% 93%
PDA照合を行っているか？ 98% 89% 96% 97%

3．輸血開始から終了まで
開始前に患者の状態を確認しているか？ 100% 94% 94% 98%
誰が輸血投与しているか？ 92% 94% 98% 100%
赤血球製剤の終了する時間を知っているか？ 50% 59% 64% 67%
開始後ベッドサイドで待機しているか？ 100% 89% 96% 93%
バイタルチェックを行っているか？ 100% 100% 98% 100%
投与中に製剤の状態を確認しているか？ 79% 74% 69% 64%
専用ルートを使用しているか？ 98% 92% 87% 97%

4．輸血終了後
輸血実施テンプレートを使用しているか？ 100% 96% 100% 100%
投与後に患者の観察をしているか？ 100% 98% 98% 98%

　全体の回答率 91% 88% 90% 91%

表 3　対象部署の特徴と平均正答率

調査対象部署 救命 ICU CCU CICU 小児 ICU 外科 ICU 救急科 外科 血液病棟 小児病棟 治療外来

主な診療科 救急
救命科

心臓内科 心臓血管
外科

小児
心臓外科

外科 救急
救命科

外科 血液内科 小児
腫瘍科

その他 小児
心臓科

その他 脳脊髄
腫瘍科

輸血頻度＊ RBC 週 1回
以上

月 1回
以上

ほぼ
毎日

週 1回
以上

週 1回
以上

週 1回
以上

週 1回
以上

ほぼ
毎日

週 1回
以上

週 1回
以上

FFP 月 1回
以上

月 1回
以上

週 1回
以上

月 1回
以上

月 1回
以上

月 1回
以上

月 1回
以上

週 1回
以上

週 1回
以上

月 1回
以上

PC 月 1回
以上

月 1回
未満

週 1回
以上

月 1回
以上

月 1回
以上

月 1回
以上

月 1回
以上

ほぼ
毎日

週 1回
以上

週 1回
以上

看護師数の
経験年数別内訳
（回答者）

1～ 3年  2 7 2 4 10 3 10 10 7  0
4 ～ 6 年  9 3 8 3  8 9  8  6 4  1
7 ～ 9 年 10 3 5 5  4 4  4  3 2  9
10 年以上  7 5 8 3  7 4  7  4 3 13

平均正答率（%） 88.5% 93.6% 78.9% 86.0% 89.5% 96.8% 91.8% 90.2% 91.1% 89.8%
＊輸血頻度については正確な数字が不明であるため，輸血部払い出しの頻度から推定してほぼ毎日，週 1回以上，月 1回以上，月 1回未満の 4
つに分類した．

した．部署別平均正答率は 79～97％であり，部署によっ
てばらつきがみられた．全体の平均正答率が低かった
1バッグずつの製剤取り寄せと RBC投与時間の上限の
2つの質問は，ほとんどの部署で正答率が低かった．輸
血情報の共有については CICU，外科 ICU，小児病棟，

治療外来で低く，また輸血中の製剤確認については ICU
病棟と外科病棟で低かった．

7．部署別平均正答率と院内監査結果の比較検討（表
4）
二択問題のうち平均正答率が 1部署でも 80％未満で
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図 1 二択問題正答率の部署別比較
二択問題の部署別平均正答率は 79 ～ 97%であり，部署によってばらつきがみられた．1バッグずつの製剤取り寄せとRBC投与
時間の上限の 2つの質問は，ほとんどの部署で正答率が低い傾向にあった．輸血情報の共有はCICU，外科 ICU，小児病棟で特に
低く，輸血中の製剤確認は ICU病棟と外科病棟で低かった． 

表 4　部署別平均正答率と 2019 年および 2020 年に行った院内監査結果の比較検討
二択問題のうち平均正答率が 1部署でも 80%未満であった 10 問について，理解度調査の部署別正答率と院内監査の結果を表に
示して比較検討を試みた．2019 年か 2020 年のいずれかが△（一部改善が必要）または×（改善が必要）と低評価であった部署・
項目は 19 個であった．一方，理解度調査の平均正答率が 80%未満，60%未満と低評価であった部署・質問は各々 33 個，11 個
であった．これらのうち院内監査も低評価であった部署・項目は各々 6個，1個であり，一致率は各々 18%，9%と低かった．
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あった 10問について，理解度調査の部署別正答率と 2019
年と 2020年の院内監査結果を表に示して比較検討を試
みた．2019年か 2020年のいずれかが△（一部改善が必
要）または×（改善が必要）と低評価であった部署・
項目は 19個であった．一方，理解度調査の平均正答率
が 80％未満，60％未満と低評価であった部署・質問は
各々 33個，11個であった．これらのうち院内監査も低
評価であった部署・項目は各々 6個，1個であり，一致
率は各々 18％，9％と低かった．

考 察
輸血指示の確認，同意書の確認，製剤の外観確認，
製剤の部署保管禁止，患者の確認，2名での読み合わせ，
輸血直前の電子照合，開始時の患者観察，医師による
輸血実施，開始後 5分間の待機，開始後のバイタル確
認，専用ルートでの輸血実施，輸血手順と副反応の記
録，終了後の患者観察については概ね理解が得られて
いた．一方で輸血情報の共有，同意書期限の確認，1
バッグずつの取り寄せ，RBC投与時間の上限，輸血中
の製剤確認についてはさらなる教育活動が必要と考え
られた．部署内の輸血情報については輸血患者に誰で
も適切に対応できるようスタッフ全員で共有すること
が望ましく，当院では輸血リストの掲示，ホワイトボー
ドの活用，申し送りでの輸血患者の報告などの工夫を
勧めている．外科 ICUや心臓手術患者が主体となるCICU
と小児 ICUでは輸血患者が多く輸血情報が時間ととも
に変化するため，輸血情報を共有しながら仕事を進め
るのは難しいのかもしれない．当院では同意書の取得
漏れをなくすため，輸血実施前に看護師が同意書の有
無を確認することにしているが，一部回答率の低い部
署があった．1バッグずつの取り寄せについては，夜間
など人手が足りない時間帯で複数製剤の搬送が見受け
られる．輸血投与速度や RBC投与時間の上限，輸血中
の製剤確認については知識不足と考えられ，再教育が
必要と考えられた．輸血中の製剤確認については，血
小板輸血による細菌感染事例では輸血中に製剤内凝集
物や流速低下がみられることがあるという日本赤十字
社からの報告を受けて院内監査の確認項目に追加した
ものであり，勉強会などで周知していく必要があると
考えられた．4年前に実施した最初の院内監査では外観
検査はほとんど行われておらず，赤血球製剤を病棟保
冷庫に保管している部署や振盪器を独自に購入して血
小板製剤を保管している部署もあった．また輸血前の
製剤確認や照合作業，輸血副反応の観察や記録の方法
は部署独自の方法が定められていた．今回の理解度調
査により，外観確認，製剤の部署保管禁止，作業照合，
記録についてはほぼ周知されていることが確認できた．
松本らは輸血副反応の観察において呼吸数の観察が重

要であること，輸血投与中だけでなく輸血終了後の観
察が必要であることを述べている９）．現行手順の周知だ
けでなく，論文や他施設の情報をもとに輸血手順書を
ブラッシュアップしていくことも重要と考えられた．
経験年数の比較では正答率に概ね差はなく，新人看
護師も輸血手順や副反応観察について理解できていた．
当院では新人向け輸血勉強会を輸血看護師が講師とし
て担当し，新人への輸血教育の充実化を図っており，
その成果と考えられた．知識や方法を問う記述問題は
実施手順を問う二択問題と比較して比べて正答率が低
く，手順自体は遵守されているが理由や具体的な方法
まで理解できているとはいえなかった．今回の結果を
踏まえ，2020年度は輸血看護師が講師となって輸血使
用量の多い部署を対象とした訪問勉強会を開催した．
訪問勉強会では各部署に輸血看護師が訪問し，できる
だけ多くのスタッフが参加できるように 20～30分程度
の小勉強会を一部署当たり 1～3回程度行うような工夫
をしている．
理解度調査と院内監査の比較では，全般的に理解度
調査の方が低評価であり，理解度調査で低評価であっ
た質問の多くが院内監査で◎または〇の評価を受けて
いた．院内監査は直接対話をしながら確認項目をチェッ
クしていくことから手順周知や意識を高めるための部
署内での見えない工夫や努力を拾い上げることができ，
また課題や手順書に対する意見を聞き出すことができ
るなどメリットは大きい．しかし，対象スタッフによ
る差が生じやすい，スタッフの不安や落胆を心配し過
ぎて評価が甘くなりやすい，監査メンバーによる評価
の差が生じやすいなどのデメリットもある．対象スタッ
フの選別方法，評価基準の明確化，判定の客観性といっ
た点から院内監査の方法を一度見直す必要があると感
じた．院内監査についてはメリットを生かせる方法で
今後も継続的に行いながら，併せて理解度調査による
個別理解度の現状把握を交えて今後の輸血チーム活動
に生かすことが重要と考えられた．

結 語
輸血実施および副反応観察手順に関する理解と知識
の習得度を把握する目的で輸血使用量の多い部署に対
して理解度調査を行った．輸血実施や副反応観察の基
本的手順はほぼ周知されており，輸血に関する知識習
得と深い理解に向けての教育が今後の課題と考えられ
た．今回の理解度調査の結果を踏まえ，輸血チームで
は各種勉強会や輸血ニュースの配布に加えて部署別訪
問勉強会を開始し，院内監査の見直しを図ることにし
た．個人の理解度や知識習得度の把握し輸血チーム活
動の課題を可視化する上で理解度調査が大変有益であ
ると考えられた．



514 JapaneseJournalofTransfusion and CellTherapy,Vol.68.No.4

著者の COI開示：本論文発表内容に関連して特に申告なし

文 献
1）輸血チーム医療に関する指針．一般社団法人日本輸血・

細胞治療学会，指針/ガイドライン．

787520f58e91975cfa77f1a3c641b96c.pdf (jstmct.or.jp)

（2021年 12月 10日現在）.

2）谷口 容，松浦秀哲，木村秀実，他：緊急輸血における

シミュレーション―輸血医療チームの創り方― Intro-

duction．第 66回日本輸血・細胞治療学会総会パネルディ

スカッション（2018年 5月 26日，宇都宮）.

3）谷口 容，松浦秀哲，西岡純子，他：輸血チーム医療の

推進における相互理解に基づく職種を越えた連携．日本

輸血・細胞治療学会誌，65：754―758, 2019.

4）玉井佳子，北沢淳一，田中一人，他：輸血業務に関わる

看護師へのアンケート調査の解析．日本輸血・細胞治療

学会雑誌，56：57―61, 2010.

5）廣瀬恵子，中野葉子：輸血療法における継続教育の現状

と課題～看護師 3～5年目の輸血業務・新人教育指導へ

の思い～．日本輸血・細胞治療学会誌，65：833―838,

2019.

6）松本真弓，蒸野寿紀，松浦秀哲，他：日本輸血・細胞治

療学会の掲載論文と学術総会演題名からみた看護研究の

課題：出版活動支援小委員会からの提言．日本輸血学会

誌，66：590―597, 2020.

7）松本真弓，有馬靖佳，松浦秀哲，他：輸血開始後の患者

観察に関する実態調査に学ぶ輸血看護の課題．日本輸血・

細胞治療学会誌，66：735―742, 2020.

8）岩尾憲明：学会認定・臨床輸血看護師がさらに活躍する

ために．日本輸血・細胞治療学会誌，66：654―657, 2020.

9）藤 理沙：学会認定・臨床輸血看護師の活動の現状と今

後の展望．第 23回日本輸血・細胞治療学会秋季シンポ

ジウム診療報酬討論会（2016年 10月 8日，金沢）.

SURVEY OF INDIVIDUAL UNDERSTANDING OF BLOOD TRANSFUSION

PROCEDURE FOR NURSES

―FOR HIGHER QUALITY ACTIVITIES IN TRANSFUSION TEAM―

ShoichiKobayashi１）and Akaru Ishida２）

１）Departm entofNursing,Saitam aM edicalUniversityInternationalM edicalCenter
２）Departm entofTransfusion M edicineand CellTransplantation,Saitam aM edicalUniversityInternationalM edicalCen-

ter

Keywords:

blood transfusion team, academic society certified clinical blood transfusion nurse,
blood transfusion audit in hospital, survey of individual understanding

�2022 The Japan Society of Transfusion Medicine and Cell Therapy
Journal Web Site: http:��yuketsu.jstmct.or.jp�



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 15%)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends false
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /Batang
    /BatangChe
    /BookAntiqua
    /BookAntiqua-Bold
    /BookAntiqua-BoldItalic
    /BookAntiqua-Italic
    /BookmanOldStyle
    /BookmanOldStyle-Bold
    /BookmanOldStyle-BoldItalic
    /BookmanOldStyle-Italic
    /BookshelfSymbolSeven
    /Century
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CenturyOldStyleStd-Bold
    /CenturyOldStyleStd-Italic
    /CenturyOldStyleStd-Regular
    /ComicSansMS
    /ComicSansMS-Bold
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Dotum
    /DotumChe
    /Edigai-OTF-GoIwata
    /Edigai-OTF-MinIwata
    /Edisys-OTF-Gaiji
    /Edisys-OTF-KAZARI
    /EstrangeloEdessa
    /FranklinGothic-Medium
    /FranklinGothic-MediumItalic
    /FutoGoB101Pro-Bold
    /FutoMinA101Pro-Bold
    /FuturaStd-Bold
    /FuturaStd-BoldOblique
    /FuturaStd-Book
    /FuturaStd-BookOblique
    /FuturaStd-ExtraBold
    /FuturaStd-ExtraBoldOblique
    /FuturaStd-Heavy
    /FuturaStd-HeavyOblique
    /FuturaStd-Light
    /FuturaStd-LightOblique
    /FuturaStd-Medium
    /FuturaStd-MediumOblique
    /Garamond
    /Garamond-Bold
    /Garamond-Italic
    /Gautami
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /GothicBBBPro-Medium
    /GothicMB101Pro-Bold
    /GothicMB101Pro-Heavy
    /Gulim
    /GulimChe
    /Gungsuh
    /GungsuhChe
    /Haettenschweiler
    /HelveticaLTStd-Blk
    /HelveticaLTStd-BlkObl
    /HelveticaLTStd-Bold
    /HelveticaLTStd-BoldObl
    /HelveticaLTStd-Light
    /HelveticaLTStd-LightObl
    /HelveticaLTStd-Obl
    /HelveticaLTStd-Roman
    /HGGothicE
    /HGGyoshotai
    /HGMaruGothicMPRO
    /HGPGothicE
    /HGPGyoshotai
    /HGPSoeiKakugothicUB
    /HGPSoeiKakupoptai
    /HGSeikaishotaiPRO
    /HGSGothicE
    /HGSGyoshotai
    /HGSoeiKakugothicUB
    /HGSoeiKakupoptai
    /HGSSoeiKakugothicUB
    /HGSSoeiKakupoptai
    /Impact
    /Jun101Pro-Light
    /Jun34Pro-Medium
    /Jun501Pro-Bold
    /KeplerStd-Black
    /KeplerStd-BlackCnItSubh
    /KeplerStd-BlackCnSubh
    /KeplerStd-BlackIt
    /KeplerStd-Bold
    /KeplerStd-BoldCnItSubh
    /KeplerStd-BoldCnSubh
    /KeplerStd-BoldIt
    /KeplerStd-CnItSubh
    /KeplerStd-CnSubh
    /KeplerStd-Italic
    /KeplerStd-Light
    /KeplerStd-LightCnItSubh
    /KeplerStd-LightCnSubh
    /KeplerStd-LightIt
    /KeplerStd-Medium
    /KeplerStd-MediumCnItSubh
    /KeplerStd-MediumCnSubh
    /KeplerStd-MediumIt
    /KeplerStd-Regular
    /Latha
    /LucidaConsole
    /LucidaSansUnicode
    /Mangal-Regular
    /MicrosoftSansSerif
    /MidashiGoPro-MB31
    /MidashiMinPro-MA31
    /MingLiU
    /MonotypeCorsiva
    /MS-Gothic
    /MS-Mincho
    /MSOutlook
    /MS-PGothic
    /MS-PMincho
    /MSReferenceSansSerif
    /MSReferenceSpecialty
    /MS-UIGothic
    /MVBoli
    /Myriad-BdWeb
    /Myriad-CnItWeb
    /Myriad-CnWeb
    /Myriad-ItWeb
    /Myriad-Web
    /NSimSun
    /OCRB
    /OptimaLTStd
    /OptimaLTStd-Black
    /OptimaLTStd-BlackItalic
    /OptimaLTStd-Bold
    /OptimaLTStd-BoldItalic
    /OptimaLTStd-DemiBold
    /OptimaLTStd-DemiBoldItalic
    /OptimaLTStd-ExtraBlack
    /OptimaLTStd-Italic
    /OptimaLTStd-Medium
    /OptimaLTStd-MediumItalic
    /OptimaLTStd-XBlackItalic
    /PalatinoLinotype-Bold
    /PalatinoLinotype-BoldItalic
    /PalatinoLinotype-Italic
    /PalatinoLinotype-Roman
    /PalatinoLTStd-Black
    /PalatinoLTStd-BlackItalic
    /PalatinoLTStd-Bold
    /PalatinoLTStd-BoldItalic
    /PalatinoLTStd-Italic
    /PalatinoLTStd-Light
    /PalatinoLTStd-LightItalic
    /PalatinoLTStd-Medium
    /PalatinoLTStd-MediumItalic
    /PalatinoLTStd-Roman
    /PMingLiU
    /Raavi
    /RyuminPro-Bold
    /RyuminPro-Heavy
    /RyuminPro-Light
    /RyuminPro-Medium
    /RyuminPro-Regular
    /RyuminPro-Ultra
    /ShinGoPro-Bold
    /ShinGoPro-Light
    /ShinGoPro-Medium
    /ShinGoPro-Regular
    /ShinGoPro-Ultra
    /ShinseiKaiPro-CBSK1
    /Shruti
    /SimHei
    /SimSun
    /Sylfaen
    /SymbolMT
    /SymbolStd
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesLTStd-Bold
    /TimesLTStd-BoldItalic
    /TimesLTStd-ExtraBold
    /TimesLTStd-Italic
    /TimesLTStd-Roman
    /TimesLTStd-Semibold
    /TimesLTStd-SemiboldItalic
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Tunga-Regular
    /UniversLTStd
    /UniversLTStd-Black
    /UniversLTStd-BlackEx
    /UniversLTStd-BlackExObl
    /UniversLTStd-BlackObl
    /UniversLTStd-Bold
    /UniversLTStd-BoldCn
    /UniversLTStd-BoldCnObl
    /UniversLTStd-BoldEx
    /UniversLTStd-BoldExObl
    /UniversLTStd-BoldObl
    /UniversLTStd-Cn
    /UniversLTStd-CnObl
    /UniversLTStd-Ex
    /UniversLTStd-ExObl
    /UniversLTStd-Light
    /UniversLTStd-LightCn
    /UniversLTStd-LightCnObl
    /UniversLTStd-LightObl
    /UniversLTStd-Obl
    /UniversLTStd-XBlack
    /UniversLTStd-XBlackEx
    /UniversLTStd-XBlackExObl
    /UniversLTStd-XBlackObl
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
    /WarnockPro-Bold
    /WarnockPro-BoldCapt
    /WarnockPro-BoldDisp
    /WarnockPro-BoldIt
    /WarnockPro-BoldItCapt
    /WarnockPro-BoldItDisp
    /WarnockPro-BoldItSubh
    /WarnockPro-BoldSubh
    /WarnockPro-Capt
    /WarnockPro-Disp
    /WarnockPro-It
    /WarnockPro-ItCapt
    /WarnockPro-ItDisp
    /WarnockPro-ItSubh
    /WarnockPro-Light
    /WarnockPro-LightCapt
    /WarnockPro-LightDisp
    /WarnockPro-LightIt
    /WarnockPro-LightItCapt
    /WarnockPro-LightItDisp
    /WarnockPro-LightItSubh
    /WarnockPro-LightSubh
    /WarnockPro-Regular
    /WarnockPro-Semibold
    /WarnockPro-SemiboldCapt
    /WarnockPro-SemiboldDisp
    /WarnockPro-SemiboldIt
    /WarnockPro-SemiboldItCapt
    /WarnockPro-SemiboldItDisp
    /WarnockPro-SemiboldItSubh
    /WarnockPro-SemiboldSubh
    /WarnockPro-Subh
    /Webdings
    /Wingdings2
    /Wingdings3
    /Wingdings-Regular
    /ZWAdobeF
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 150
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN <FEFF005B0027007700650062752800270020306B57FA3065304F005D00203053306E8A2D5B9A306F300130D530A930F330C8306E57CB30818FBC307F3092884C308F305A3001753B50CF89E350CF5EA6308267004F4E9650306B62913048305F00200050004400460020658766F830924F5C62103059308B3068304D306B4F7F75283057307E305930023053306E8A2D5B9A30674F5C62103057305F00200050004400460020658766F8306F0020004100630072006F0062006100740020304A30883073002000520065006100640065007200200035002E003000204EE5964D30678868793A3067304D307E30593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
  /SyntheticBoldness 1.000000
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


